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中
世
文
学
概
論 
｜
和
歌
・
連
歌
・
説
話
に
つ
い
て
｜ 
姫
野 
敦
子 
中
世
文
学
の
流
れ
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
述
べ
る
。
今
回
の
講
座
で
は
和
歌
、
連
歌
の
韻
文
の
流
れ
と
、
説
話
・
軍
記
の
散
文
の
流
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
。
日
本
の
古
典
文
学
の
時
代
区
分
と
し
て
、
中
世
と
言
っ
た
場
合
、
そ
の
始
ま
り
と
終
わ
り
が
い
つ
で
あ
る
か
に
関
し
て
は
定
説
を
見
な
い
。
歴
史
区
分
で
い
う
と
こ
ろ
の
平
安
時
代
の
後
半
（
院
政
期
）
と
、
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝
時
代
、
室
町
時
代
、
安
土
桃
山
時
代
に
あ
た
る
と
大
ま
か
に
は
言
え
る
が
、
文
学
上
の
変
化
は
、
政
治
史
的
な
動
き
と
は
重
な
ら
ず
、
ず
れ
な
が
ら
推
移
し
て
い
く
と
い
う
の
が
常
識
的
見
解
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
中
世
的
な
要
素
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
時
期
が
違
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
解
説
を
通
じ
て
中
世
文
学
と
は
何
か
、
中
世
文
学
の
中
世
文
学
た
る
所
以
を
考
え
た
い
。 
ま
ず
、
和
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
世
的
な
和
歌
の
萌
芽
は
、
院
政
期
に
活
躍
し
た
源
俊
頼
・
藤
原
基
俊
と
い
う
二
人
の
歌
人
か
ら
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
の
対
立
は
し
ば
し
ば
説
話
化
さ
れ
て
い
る
（『
無
名
抄
』
な
ど
）。
源
俊
頼
は
、
革
新
的
な
歌
風
の
歌
人
で
、
そ
れ
ま
で
の
和
歌
で
は
あ
ま
り
詠
ま
れ
な
か
っ
た
言
葉
を
歌
語
と
し
て
和
歌
に
取
り
入
れ
た
人
物
で
あ
る
。
白
河
上
皇
の
下
命
で
『
金
葉
和
歌
集
』
の
撰
者
と
な
っ
た
が
、
完
成
し
た
和
歌
集
は
上
皇
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
編
纂
を
二
度
や
り
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
藤
原
基
俊
は
、
一
種
の
古
典
主
義
を
と
り
な
が
ら
、
古
い
歌
語
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
の
美
学
的
表
現
を
追
求
し
、
幽
玄
や
余
情
と
い
う
意
識
を
詠
歌
に
生
か
し
て
い
っ
た
。 
こ
の
二
人
の
重
鎮
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
中
世
歌
壇
は
歌
道
家
で
あ
る
六
条
藤
家
、
御
子
左
家
両
家
の
せ
め
ぎ
合
い
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
く
。
ま
ず
主
導
権
を
と
っ
た
の
は
、
六
条
藤
家
で
あ
る
。
六
条
藤
家
の
顕
輔
は
、
崇
徳
上
皇
の
下
命
で
勅
撰
集
『
詞
花
和
歌
集
』
を
撰
し
た
。
次
い
で
、
子
息
の
清
輔
は
、
二
条
天
皇
よ
り
下
命
を
受
け
、『
続
詞
花
和
歌
集
』
を
撰
し
た
が
、
天
皇
の
崩
御
に
よ
講座 
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り
奏
覧
が
叶
わ
ず
、
勅
撰
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
六
条
藤
家
は
歌
学
に
精
通
し
た
家
で
あ
り
、
顕
輔
の
知
識
は
、
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
や
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
な
ど
の
歌
学
書
へ
と
引
き
継
が
れ
た
が
、
そ
の
歌
風
は
、
故
実
に
こ
だ
わ
り
伝
統
的
な
和
歌
の
範
疇
を
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
俊
成
を
初
め
と
す
る
御
子
左
家
の
一
派
は
、
摂
関
家
の
九
条
家
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
歌
壇
で
の
位
置
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
。
俊
成
は
後
白
河
院
か
ら
下
命
さ
れ
て
『
千
載
和
歌
集
』
を
撰
進
し
た
。『
千
載
和
歌
集
』
は
治
承
寿
永
の
乱
で
の
源
平
の
戦
い
に
都
の
人
々
が
翻
弄
さ
れ
る
中
で
作
ら
れ
、
後
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
九
条
良
経
主
催
の
『
六
百
番
歌
合
』
な
ど
で
の
俊
成
の
判
詞
は
、
俊
成
の
美
意
識
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
幽
玄
や
艶
と
い
っ
た
言
葉
が
頻
出
し
、
新
古
今
風
の
歌
風
形
成
に
寄
与
し
た
。 
『
千
載
和
歌
集
』
が
作
ら
れ
た
後
、
歌
壇
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
治
天
の
君
と
な
っ
た
後
鳥
羽
院
で
あ
っ
た
。
俊
成
に
心
酔
し
た
後
鳥
羽
院
は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
編
纂
に
自
ら
関
わ
り
、
撰
者
の
選
定
、
奏
覧
後
の
切
継
ぎ
（
再
編
集
）
な
ど
を
行
っ
た
。
承
久
の
乱
で
隠
岐
に
流
さ
れ
た
後
も
編
集
作
業
は
続
け
ら
れ
、「
隠
岐
本
」
と
呼
ば
れ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
一
伝
本
を
残
し
た
。 
一
方
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
の
一
人
と
な
っ
た
も
の
の
、
承
久
の
乱
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
定
家
は
、
御
子
左
家
の
歌
壇
で
の
地
位
を
固
め
、
後
堀
河
天
皇
か
ら
下
命
さ
れ
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
を
撰
進
し
、
以
後
、
勅
撰
集
の
撰
者
は
、
ほ
ぼ
定
家
の
子
孫
で
あ
る
御
子
左
家
が
独
占
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
立
場
は
、
政
治
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
定
家
の
息
子
で
あ
る
為
家
は
、
一
度
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
い
う
勅
撰
集
を
単
独
で
撰
進
し
た
が
、
当
初
単
撰
の
は
ず
だ
っ
た
『
続
古
今
和
歌
集
』
で
は
鎌
倉
幕
府
の
威
を
借
り
た
真
観
の
横
や
り
が
は
い
り
、
複
数
で
撰
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
失
意
の
為
家
は
、
ほ
と
ん
ど
撰
に
関
与
し
な
か
っ
た
と
い
う
。 
為
家
の
子
息
の
代
か
ら
、
御
子
左
家
は
、
嫡
男
の
為
氏
を
祖
と
す
る
二
条
家
、
為
教
を
祖
と
す
る
京
極
家
、
為
家
後
室
の
阿
仏
尼
の
子
で
あ
る
為
相
を
祖
と
す
る
冷
泉
家
の
三
家
に
分
裂
し
た
。
こ
の
う
ち
、
勅
撰
集
撰
者
を
多
く
歴
任
す
る
な
ど
鎌
倉
時
代
の
歌
壇
の
主
導
的
な
立
場
で
あ
っ
た
の
は
平
明
な
歌
風
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
二
条
家
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
天
皇
家
は
両
統
迭
立
の
時
代
を
迎
え
、
大
覚
寺
統
の
天
皇
に
は
二
条
家
、
持
明
院
統
の
天
皇
に
は
京
極
家
が
近
侍
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
京
極
家
の
京
極
為
兼
は
、
持
明
院
統
の
伏
見
天
皇
の
東
宮
時
代
か
ら
近
臣
と
し
て
仕
え
、
伏
見
天
皇
の
周
辺
の
人
々
に
と
っ
て
も
歌
道
の
師
範
的
立
場
で
あ
っ
た
。
為
兼
は
治
天
の
君
と
な
っ
た
伏
見
上
皇
の
勅
を
受
け
、『
玉
葉
和
歌
集
』
を
撰
し
た
。
そ
の
歌
風
は
京
極
派
と
も
い
わ
れ
、「
こ
と
ば
」
よ
り
も
「
心
」
を
重
視
し
、
光
の
変
化
を
実
景
に
即
し
て
詠
む
な
ど
清
新
な
歌
風
で
あ
っ
た
。
一
方
で
『
玉
葉
和
歌
集
』
は
、
そ
の
表
現
の
斬
新
さ
か
ら
守
旧
派
の
二
条
家
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る
。
為
兼
・
伏
見
上
皇
の
死
後
、
南
北
朝
時
代
に
光
厳
院
撰
の
『
風
雅
和
歌
集
』
が
作
ら
れ
る
が
、
以
後
京
極
派
が
撰
し
た
勅
撰
集
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。 
南
北
朝
時
代
に
は
、
北
朝
に
お
い
て
勅
撰
集
の
催
し
が
あ
り
、『
風
雅
和
歌
集
』
『
新
千
載
和
歌
集
』
に
は
南
朝
の
歌
人
の
詠
歌
は
撰
ば
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
歎
き
を
受
け
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
二
条
家
出
身
の
母
を
持
つ
宗
良
親
王
が
南
朝
の
詠
歌
を
中
心
に
撰
ん
だ
の
が
『
新
葉
和
歌
集
』
で
あ
り
、
准
勅
撰
と
さ
れ
た
。『
新
葉
和
歌
集
』
は
平
明
な
二
条
派
の
歌
風
の
和
歌
が
多
い
が
、
戦
乱
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の
時
代
を
映
す
旅
の
歌
に
特
徴
が
あ
る
。 
室
町
時
代
に
は
、
勅
撰
集
を
催
す
場
合
、
幕
府
の
意
向
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ま
ず
、
足
利
将
軍
に
よ
る
武
家
執
奏
を
天
皇
に
行
い
、
そ
の
後
、
撰
者
に
下
命
さ
れ
る
慣
例
と
な
っ
た
。
二
条
家
の
血
統
が
絶
え
る
中
、
足
利
義
教
に
よ
る
武
家
執
奏
が
後
花
園
天
皇
に
行
わ
れ
、
二
十
一
番
目
の
撰
集
の
下
命
が
飛
鳥
井
雅
世
へ
な
さ
れ
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
が
撰
進
さ
れ
た
。
飛
鳥
井
家
に
と
っ
て
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
雅
経
以
来
の
栄
誉
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
勅
撰
集
の
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
、
応
仁
の
乱
に
よ
る
混
乱
の
中
、
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
連
歌
が
隆
盛
し
て
い
く
一
方
、
和
歌
は
一
種
の
硬
直
化
の
様
相
を
呈
す
る
。
古
今
伝
授
な
ど
の
秘
説
を
誇
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
和
歌
の
権
威
を
保
と
う
と
す
る
動
き
が
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
見
ら
れ
た
。
そ
の
役
割
を
担
っ
た
一
人
が
、
連
歌
師
の
宗
祇
で
あ
り
、
彼
は
『
古
今
和
歌
集
』
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
古
典
に
精
通
し
、
東
常
縁
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
三
条
西
実
隆
へ
伝
え
た
。
そ
の
流
れ
は
、
細
川
幽
斎
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。 
次
に
、
連
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
連
歌
は
和
歌
か
ら
派
生
し
た
文
芸
で
あ
り
、
元
は
和
歌
の
三
十
一
文
字
を
上
の
句
、
下
の
句
に
分
け
た
二
人
の
唱
和
で
終
わ
る
短
連
歌
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
後
に
は
鎖
連
歌
（
長
連
歌
）
が
主
流
と
な
り
、「
座
の
文
芸
」
と
も
い
わ
れ
、
十
数
人
の
人
々
が
式
目
（
連
歌
の
規
則
）
に
従
い
、
百
韻
を
巻
い
て
い
く
（
詠
ん
で
い
く
）
の
が
定
型
と
な
っ
た
。 
連
歌
を
行
う
人
々
に
と
っ
て
、
連
歌
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
の
は
、『
古
事
記
』
に
あ
る
倭
建
命
と
御
火
焼
之
老
人
と
の
唱
和
で
あ
り
、
こ
の
歌
に
ち
な
ん
で
連
歌
の
こ
と
を
「
筑
波
の
道
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
時
代
後
期
に
は
、『
金
葉
和
歌
集
』
に
連
歌
の
部
が
作
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
後
鳥
羽
院
が
和
歌
と
共
に
連
歌
を
愛
好
し
、
有
心
無
心
連
歌
（
和
歌
的
で
雅
な
有
心
の
句
と
滑
稽
な
無
心
の
句
を
交
互
に
付
け
合
う
連
歌
）
が
流
行
し
た
。
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
連
歌
は
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、
連
歌
集
と
し
て
初
め
て
准
勅
撰
と
な
っ
た
の
は
、
南
北
朝
時
代
に
二
条
良
基
が
撰
ん
だ
『
菟
玖
波
集
』
で
あ
る
。
二
条
良
基
は
正
風
連
歌
（
和
歌
的
な
情
趣
の
連
歌
）
を
推
進
す
る
一
方
、
鎌
倉
時
代
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
連
歌
の
式
目
を
整
備
し
、
応
安
年
間
に
『
応
安
新
式
』
を
作
っ
た
。
そ
の
後
を
受
け
、『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
撰
し
た
連
歌
師
の
宗
祇
は
、
古
典
学
者
と
し
て
も
名
を
な
し
、
さ
ら
に
正
風
連
歌
を
推
進
し
た
。
一
方
で
、
室
町
時
代
の
後
半
に
は
漢
語
を
詠
み
こ
み
、
滑
稽
な
要
素
の
多
い
誹
諧
連
歌
が
始
ま
り
、
山
崎
宗
鑑
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
犬
筑
波
集
』
や
『
竹
馬
狂
吟
集
』（
編
者
未
詳
）
に
集
め
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
流
行
す
る
俳
諧
へ
の
橋
渡
し
と
な
っ
た
。 
次
い
で
、
説
話
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。「
説
話
」
と
い
う
言
葉
は
、
平
安
時
代
の
「
随
筆
」
の
よ
う
に
、
近
代
に
な
っ
て
付
け
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
名
で
あ
り
、
「
説
話
」
を
語
り
、
編
纂
す
る
と
い
う
意
識
は
、
中
世
の
人
々
に
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
、「
説
話
集
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
は
、
作
品
名
の
末
尾
に
「
物
語
」「
談
」「
抄
」「
集
」
な
ど
の
語
が
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
編
者
の
意
識
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
世
か
ら
見
た
説
話
集
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
お
お
む
ね
短
編
を
集
め
て
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
編
者
の
意
識
と
し
て
は
「
事
実
を
語
っ
て
い
る
」
と
い
う
立
場
に
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
と
え
ば
院
政
期
の
代
表
的
な
説
話
集
で
あ
る
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
地
名
や
人
物
名
の
入
る
べ
き
場
所
が
空
欄
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
編
者
は
、
ゆ
く
ゆ
く
正
し
い
情
報
を
補
お
う
と
し
て
、
空
欄
の
ま
ま
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
事
実
へ
の
志
向
の
あ
ら
わ
れ
と
い
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え
る
だ
ろ
う
。 
事
実
を
語
ろ
う
と
す
る
志
向
の
先
に
は
、
聞
き
手
が
い
る
。
説
話
集
は
そ
の
聞
き
手
が
何
を
求
め
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
内
容
を
変
え
、
語
り
方
を
変
え
て
い
く
の
で
あ
る
。 
平
安
末
、
院
政
期
に
お
い
て
は
、
先
に
出
た
『
今
昔
物
語
集
』
よ
り
も
『
江
談
抄
』(
大
江
匡
房
談)
、『
中
外
抄
』『
富
家
語
』（
藤
原
忠
実
談
）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
貴
族
の
有
職
故
実
な
ど
の
聞
き
書
で
あ
っ
た
。
貴
族
と
し
て
宮
廷
で
振
舞
う
た
め
に
は
、
儀
式
書
ば
か
り
で
な
く
、
こ
う
い
っ
た
聞
き
書
か
ら
知
識
を
得
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
聞
き
書
は
必
ず
し
も
整
理
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
時
に
お
行
儀
の
説
明
を
越
え
た
宮
廷
の
歴
史
、
ゴ
シ
ッ
プ
な
ど
貴
族
生
活
の
裏
面
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。 
こ
の
傾
向
を
中
世
に
お
い
て
受
け
継
い
だ
の
が
源
顕
兼
の
『
古
事
談
』
で
あ
る
。『
古
事
談
』
は
説
話
集
に
つ
き
も
の
の
評
語
が
少
な
く
、
語
り
口
が
淡
泊
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
巻
頭
話
に
称
徳
天
皇
の
醜
聞
と
も
い
え
る
話
を
配
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
編
者
顕
兼
の
ド
ラ
イ
な
性
格
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
編
者
未
詳
の
『
続
古
事
談
』
は
『
古
事
談
』
と
は
、
編
者
の
性
格
が
異
な
り
、
巻
頭
話
に
一
条
天
皇
の
仁
政
の
話
を
配
す
る
な
ど
、
儒
教
的
政
道
観
の
見
ら
れ
る
説
話
を
多
く
収
録
す
る
。
編
者
の
観
点
の
違
い
が
作
品
全
体
の
違
い
に
反
映
し
た
例
と
い
え
よ
う
。 
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
平
安
の
王
朝
時
代
を
懐
か
し
む
気
運
が
あ
り
、『
古
今
著
聞
集
』『
十
訓
抄
』
が
作
ら
れ
た
。『
十
訓
抄
』
は
、
そ
の
序
に
よ
る
と
、
少
年
の
「
心
を
つ
く
る
便
り
」
と
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
教
訓
的
説
話
集
で
は
あ
る
が
、
内
容
に
は
、
内
裏
を
は
じ
め
と
す
る
貴
族
社
会
で
の
振
舞
い
方
の
善
し
悪
し
を
伝
え
る
話
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。『
十
訓
抄
』
の
編
者
は
「
六
波
羅
二
﨟
左
衛
門
入
道
」
と
呼
ば
れ
る
実
名
不
詳
の
人
物
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
貴
族
社
会
の
末
端
に
お
い
て
如
何
に
ふ
る
ま
う
べ
き
か
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
編
者
不
詳
の
説
話
集
で
、
先
行
す
る
源
隆
国
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。『
宇
治
拾
遺
』
の
序
文
に
は
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
成
立
背
景
が
語
ら
れ
、
都
の
郊
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々
の
話
を
収
集
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
を
も
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
受
け
継
ぎ
、
内
容
も
「
こ
ぶ
取
り
爺
」
な
ど
民
間
伝
承
に
つ
な
が
る
話
が
入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
今
昔
物
語
集
』
と
共
通
す
る
類
話
が
多
い
も
の
の
、
直
接
の
書
承
関
係
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 
ま
た
、
聞
き
手
へ
の
意
識
が
非
常
に
明
確
な
説
話
集
と
し
て
、
仏
教
説
話
集
が
あ
る
。
古
く
、『
日
本
霊
異
記
』
や
平
安
時
代
成
立
の
各
種
の
往
生
伝
、『
今
昔
物
語
集
』
が
す
で
に
で
き
て
お
り
、
中
世
の
仏
教
説
話
集
の
始
ま
り
は
、
す
こ
し
毛
色
の
変
わ
っ
た
『
宝
物
集
』
で
あ
っ
た
。
編
者
は
平
康
頼
で
あ
り
、『
平
家
物
語
』
巻
二
に
も
描
か
れ
る
鹿
ヶ
谷
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
る
。
短
編
が
連
な
る
説
話
集
と
い
う
よ
り
は
、
歴
史
物
語
的
な
枠
組
み
を
構
え
、
康
頼
ら
し
き
人
物
が
嵯
峨
清
涼
寺
へ
参
籠
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
冒
頭
に
配
さ
れ
る
一
方
、
天
台
浄
土
教
の
仏
教
観
が
、
成
仏
に
至
る
階
梯
の
項
目
毎
に
例
話
、
釈
教
歌
な
ど
を
交
え
、
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
る
。
教
化
の
場
で
の
素
材
と
し
て
執
筆
当
初
か
ら
よ
く
読
ま
れ
た
ら
し
く
、
一
巻
本
、
二
巻
本
、
三
巻
本
、
七
巻
本
な
ど
伝
本
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。 
教
化
を
目
的
と
し
た
往
生
伝
や
『
宝
物
集
』
の
仏
教
説
話
集
的
性
格
を
受
け
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継
ぐ
も
の
と
し
て
、
鴨
長
明
の
『
発
心
集
』
が
あ
り
、『
方
丈
記
』
で
自
ら
の
発
心
遁
世
を
描
い
た
長
明
は
こ
の
説
話
集
で
他
者
の
発
心
遁
世
を
描
こ
う
と
し
た
。
真
の
発
心
・
遁
世
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
語
る
た
め
に
、
僧
の
世
界
か
ら
の
僧
の
遁
世
ま
で
も
描
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、『
発
心
集
』
に
対
し
て
従
来
の
往
生
伝
と
の
重
な
り
が
多
い
と
批
判
し
て
い
る
『
閑
居
友
』
は
入
宋
僧
の
慶
政
が
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
貴
な
女
性
か
ら
依
頼
さ
れ
た
ら
し
く
、
下
巻
に
は
、
女
性
の
発
心
が
描
か
れ
て
い
る
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。 ま
た
、
こ
の
時
代
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
も
、
仏
教
教
化
の
場
を
見
い
だ
す
人
々
が
い
た
。
尾
張
在
住
の
僧
、
無
住
道
暁
が
編
纂
し
た
『
沙
石
集
』
は
、
砂
か
ら
砂
金
を
見
出
す
よ
う
に
、
石
か
ら
玉
を
見
い
だ
す
よ
う
に
、
農
民
や
漁
民
な
ど
の
庶
民
の
暮
ら
し
を
描
く
中
に
仏
の
教
え
を
見
出
そ
う
と
し
た
説
話
集
で
あ
る
。 
次
に
軍
記
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
軍
」
は
「
イ
ク
サ
」
の
意
で
あ
り
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
イ
ク
サ
は
鄙
と
い
う
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
行
わ
れ
、
官
人
の
報
告
書
的
な
軍
記
『
将
門
記
』
な
ど
が
成
立
し
て
い
た
。
都
に
イ
ク
サ
が
戻
っ
て
き
た
の
は
保
元
の
乱
の
時
で
あ
る
。
政
治
犯
の
死
刑
（
源
為
義
）
を
伴
う
こ
の
戦
い
は
都
人
に
衝
撃
を
与
え
、
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
お
い
て
「
ム
サ
ノ
ヨ
」
の
始
ま
り
と
さ
れ
、
後
に
『
保
元
物
語
』
に
描
か
れ
た
。
こ
の
物
語
で
は
平
清
盛
は
源
義
朝
と
と
も
に
後
白
河
天
皇
・
忠
通
側
に
つ
き
、
源
為
義
は
崇
徳
上
皇
・
頼
長
側
に
つ
い
て
対
立
、
結
果
的
に
崇
徳
上
皇
側
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。
上
皇
の
配
流
・
客
死
と
い
う
衝
撃
的
事
件
で
終
わ
る
こ
の
物
語
は
、
イ
ク
サ
の
物
語
で
あ
る
一
方
、
敗
者
の
視
点
も
重
み
を
持
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
軍
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。 
続
く
『
平
治
物
語
』
は
後
白
河
天
皇
の
近
臣
同
士
の
対
立
が
発
端
と
な
っ
て
起
こ
っ
た
乱
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
序
文
に
は
儒
教
的
政
道
観
を
持
つ
作
者
の
傾
向
が
表
れ
、
藤
原
信
頼
の
無
能
さ
、
信
西
の
有
能
さ
が
対
比
的
に
描
か
れ
、
優
秀
な
臣
下
を
用
い
る
徳
の
な
い
後
白
河
院
へ
の
批
判
が
背
後
に
あ
る
。
戦
い
の
描
写
ば
か
り
で
な
く
、
敗
者
側
の
源
義
朝
の
遺
児
で
あ
る
、
頼
朝
、
義
経
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。 
平
家
の
滅
亡
を
描
い
た
『
平
家
物
語
』
は
大
き
く
三
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
が
平
清
盛
、
第
二
部
が
源
義
仲
、
第
三
部
が
源
義
経
を
中
心
に
描
か
れ
、
背
景
に
は
仏
教
的
無
常
観
が
あ
る
。
中
心
に
描
か
れ
る
人
物
は
、
序
文
に
い
う
「
盛
者
必
衰
」
を
体
現
し
た
人
物
と
も
い
え
よ
う
。
数
多
く
伝
わ
る
『
平
家
物
語
』
の
諸
本
は
大
き
く
分
け
て
、
語
り
本
系
と
読
み
本
系
に
わ
か
れ
、
語
り
本
系
は
さ
ら
に
一
方
系
と
八
坂
系
に
分
け
ら
れ
る
。『
平
家
物
語
』
の
代
表
的
伝
本
と
さ
れ
る
覚
一
本
は
一
方
系
と
考
え
ら
れ
る
。
読
み
本
系
は
、
延
慶
本
、
源
平
盛
衰
記
な
ど
が
あ
る
。
原
『
平
家
物
語
』
が
い
つ
ご
ろ
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
説
が
確
定
し
な
い
状
況
で
あ
る
。
読
み
本
系
が
語
り
本
系
よ
り
も
古
い
形
で
あ
る
と
い
う
説
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
平
成
に
な
っ
て
そ
の
説
が
覆
さ
れ
た
。 
ま
た
、『
太
平
記
』
四
十
巻
は
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
か
ら
南
北
朝
の
争
乱
、
足
利
幕
府
内
の
対
立
が
描
か
れ
た
軍
記
で
、
成
立
当
初
か
ら
改
変
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
が
、
今
川
了
俊
の
『
難
太
平
記
』
な
ど
で
う
か
が
え
る
。
大
き
く
三
部
に
分
か
れ
る
が
、
儒
教
的
政
道
観
に
基
づ
き
、
権
力
者
の
君
主
と
し
て
の
徳
の
有
無
に
よ
っ
て
政
権
が
動
い
て
い
く
様
が
描
か
れ
る
。
作
者
と
し
て
は
小
島
法
師
（『
洞
院
公
定
日
記
』）
玄
恵
（『
難
太
平
記
』）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
講座 
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内
容
か
ら
は
複
数
の
作
者
が
想
定
で
き
る
。 
『
太
平
記
』
よ
り
後
に
も
軍
記
（
室
町
軍
記
）
は
続
々
と
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
後
代
へ
の
影
響
と
い
う
点
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、『
義
経
記
』
と
『
曽
我
物
語
』
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
史
実
を
き
ち
ん
と
描
写
す
る
と
い
う
よ
り
、
伝
説
の
集
大
成
と
い
う
側
面
が
大
き
い
。 
『
義
経
記
』
は
八
巻
あ
り
、
源
義
経
が
主
人
公
で
は
あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
活
躍
は
描
か
れ
ず
、
そ
の
前
後
の
苦
難
の
時
代
が
詳
述
さ
れ
る
。
義
経
が
東
北
に
下
り
、
す
ぐ
に
京
都
で
軍
略
を
学
ぶ
さ
ま
は
、
時
系
列
の
合
理
性
よ
り
も
伝
説
の
面
白
さ
の
重
視
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
平
家
物
語
』
で
は
あ
ま
り
活
躍
の
描
か
れ
な
か
っ
た
武
蔵
坊
弁
慶
が
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
後
代
の
御
伽
草
子
へ
と
つ
な
が
る
特
徴
と
い
え
よ
う
。 
ま
た
、『
曾
我
物
語
』
は
源
頼
朝
の
近
臣
工
藤
祐
経
に
対
す
る
曽
我
十
郎
・
五
郎
兄
弟
の
仇
討
ち
事
件
を
描
い
た
も
の
で
、
後
世
の
能
や
歌
舞
伎
の
題
材
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
能
で
い
え
ば
「
小
袖
曽
我
」
「
夜
討
曽
我
」
が
あ
り
、
歌
舞
伎
で
は
「
助
六
」
や
「
雨
の
五
郎
」
な
ど
が
曽
我
物
と
さ
れ
て
い
る
。『
曽
我
物
語
』
の
題
材
と
な
っ
た
事
件
自
体
は
私
的
な
恨
み
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
悲
劇
的
な
死
を
遂
げ
た
兄
弟
は
御
霊
信
仰
と
相
ま
っ
て
、
伝
説
が
多
く
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
本
は
真
名
本
と
仮
名
本
に
大
き
く
分
か
れ
る
が
、
そ
の
差
は
大
き
く
、
唱
導
や
巫
女
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
者
が
成
立
に
か
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
以
上
、
中
世
文
学
の
諸
相
を
述
べ
て
き
た
が
、
和
歌
と
政
治
と
の
か
か
わ
り
、
説
話
と
聞
き
手
の
関
係
、
軍
記
と
伝
説
と
の
関
わ
り
合
い
な
ど
、
問
題
点
が
さ
ま
ざ
ま
に
設
定
で
き
る
こ
と
が
、
中
世
文
学
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 
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